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例 言

1． 本書は，都市計画公園事業一鏡山公園整備事業一に伴う奥田大池遺跡の発掘

調査報告書である。

2． 発掘調査は，財団法人広島県埋蔵文化財調査センター調査研究員道上康仁，

沢元保夫が担当した。

3． 遺構・遺物の実測，写真撮影は，道上，沢元が行った。鉄器の処理は，伊藤

実の指導を受けた。また，遺物の実測は別府大学生妹尾周三君の協力を得た。

4． 本書の執筆は, lを小都隆，その他は道上が執筆し，道上が編集した。

凡 例

1． 遺構については地点ごとに一連番号を付し， その前にSB:竪穴住居跡，

SK:袋状竪穴遺構, ST:古墳の分類記号を用いた。

2． 本文中に用いた方位はすべて磁北である。

3． 挿図と図版の遺物番号は同一である。

4． 第1図の「奥田大池遺跡周辺遺跡分布図｣は,建設省国土地理院発行の25,”0

分の1地形図（清水原）を用いた。



I はじめに

昭和57年7月12日，広島大学統合移転地内の埋蔵文化財発掘調査を行っていた広島大学統合

移転地内埋蔵文化財発掘調査室は，広島県史跡鏡山城跡北麓一帯で立木伐開が行われているの

を確認した。この地域は，かねてより弥生土器が散布するということで，その範囲及び内容は

明らかでないものの，周知の遺跡として知られていた。このため同調査室では， この立木伐開

は何らかの土木工事に伴うものではないかと懸念し，広島県教育委員会（以下県教委）に通報

した。県教委では， この地域についてはかねて広島県都市部が都市計画公園である鏡山公園の

造成を計画していたことがあったので， この事業の再開の可能性もあるとして，直ちに都市部

都市整備課に連絡をとった。この協議では，都市部は(1)この立木伐開は鏡山公園整備事業に伴

うもので，事業は昭和57, 58年の両年度で行うこと， (2)周知の遺跡とは知らず工事に着手しよ

うとしたことは遺憾であったが，工事は予定どおり行いたいので県教委の協力をえたいこと，

(3)現状のままでは予定通りの工事はできないので，範囲及び内容確認のため県教委は予定地内

の試掘調査を早急に実施してほしいこと， また， (4)この調査が終了するまでは造成工事を中断

することの4項目についての意向であり県教委はこれに対して了解をした。この協議に基づい

て県教委では， 7月19日から23日までの6日間用地内の試掘調査を実施し， この中で2か所

（奥田大池遺跡A・B地点）あわせて約4,000㎡に弥生時代住居跡群及び古墳が存在している

ことを確認した。この調査結果に基づいて， 7月27日，現地でこの取扱いについて実際の工事

を担当する広島県東広島土木建築事務所（以下東広島土木）と協議したが， この結果， (1)遺跡

の範囲約4,000㎡のうち南端の約1,000㎡については緑地のまま保存すること， (2)当面は遺跡

の範囲外で工事を行うこと， (3)年度内で調査が可能か否か両者でさらに検討することの3項目

について了解した。また県教委では財団法人広島県埋蔵文化財調査センター（以下埋文センタ

ー）へ調査日程の調整を打診したところ， 9月から10月にかけてなら調査が可能であるとのこ

とであったので， 日程の空日をまって調査を実施するよう依頼した。東広島土木は8月14日付

けで土木工事の届出を提出し， また県教委は都市部からこの調査費の予算を配当替し，埋文セ

ンターにこの調査を委託した。

調査は9月20日から11月26日まで約2ヶ月間，埋文センターが県教委の協力を得て実施し

た。

なお， この調査にあたっては東広島市教育委員会，広島県都市部都市整備課，広島県東広島

土木建築事務所，広島大学統合移転地内埋蔵文化財発掘調査室，株式会社中国建設から有形無

形の協力をえた。記して謝意を表したい。
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Ⅱ遺跡の立地と環境

東広島市は，広島市の東部に隣接し学園都市建設にむかって新たなる一歩を踏承出した都市

である。人口は年,々増加の傾向を辿り，現在約8万人を数える。通過する経緯度（県立農業試

験場所在地）は, 34｡27'N,132｡45'Eで海抜212mである。また，他地域と比較して東広島市

は，県南部の海岸部と北部の高位山地部の中間に位置しており，山陽道沿いの地域では標高の

高い(200m前後） ところにある。年平均気温13.7℃，年間平均降水量1,545mで，気候は県

南部の瀬戸内型と北部の山地内陸型の中間に属している。

東広島市周辺の地形は，北部に脊梁山地に属する白木山山地，南部に吉備高原に属する世羅

神石高原山地の延長面と2つに大きく分けられる。西条盆地は，後者の世羅神石高原山地に含

まれる山間浸食盆地である。また， この地域を流れる河川は，最上流部となっており，河川の

集水面積が小さいのが特徴となっている。

奥田大池遺跡は，東広島市西条町御薗宇字清水奥山，字奥田及び字鏡東谷地内にかけて所在

する。遺跡は，西条盆地の中央部寄りに位置しており，南に鏡山（標高335m)がそびえ，北

には奥田大池が満点と静かに水を湛えている。すなわち，鏡山から派生する尾根は，標高275

m以上は急峻な地形となっているが，奥田大池付近はなだらかな丘陵である。その南から北に

のびる丘陵上に当遺跡は立地している。

次に周辺の弥生・古墳時代の遺跡について簡単に述べることにする。

近年，東広島市では，広島大学統合移転，西条第一土地区画整理事業等に伴う土地造成事業

により新たな遺跡の発見があいついでいる。

弥生時代の遺跡については，前期は断片的な資料しか知られていないが，中期以降では多く

承られる。集落跡の調査例としては，鏡西谷遺跡，助平2号遺跡，西本遺跡，徳政遺跡等が知

られており，丘陵上に立地した遺跡である。墳墓では，狐が城跡，鍵向山遺跡，西本遺跡，藤

が迫遺跡等が存在している。特に，鏡西谷遺跡，助平2号遺跡は，丘陵の急斜面に住居が営ま

れており，最近このような立地の遺跡の調査例が増えつつある。

古墳時代になると，前半期に属する白鳥古墳， スクモ塚第1号古墳，三ツ城古墳といった首

長墓クラスの古墳が構築され，他に藤が迫第1号古墳，夫婦茶屋古墳等がある。後半期に入る

と，古市古墳，鏡千人塚古墳，豊ケ崎古墳，宗近柳国第1号古墳等の竪穴式石室を内部主体に

もつ古墳，あるいは千野丸古墳群，石ケ瀬すぐも塚古墳等の箱式石棺を内部主体にもつ古墳が

ある。そして横穴式石室を内部主体にもつ古墳は, 6C後半～7C初頭の花ケ迫古墳群，鏡東

谷古墳，西ガガラ古墳等が知られている。以上，概観してきたが，当地域における墓制は，弥

生時代の伝統を根強く持つ箱式石棺が古墳時代に入っても継承され， さらに後期において竪穴

式石室という前期古墳に承られる墓制も採用されている。そして，横穴式石室の導入は, 6C

後半を待たなければならなかった。

－2－
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Ⅲ調査の概要

調査対象範囲は，試掘調査の結果を踏まえ，公園の進入道路となる池堤の東方の丘陵をA地

点,A地点よりさらに西方へ約100m離れた丘陵をB地点とした。A, B両地点とも標高230~

235mの南から北へのびる丘陵上に位置している。

A地点は，基盤層（地山）まで土の堆積が約10～30cm程度であったため，人力により遣椛検

出面まで土の除去を行った。また，丘陵斜面の下方では基盤層まで約1～2mの深さがあり，

遺構は確認されなかったため調査は丘陵頂上部と比較的ゆるやかな斜面に限定して行った。遺

構は，その比較的ゆるやかな斜面にそれぞれ造営され，丘陵頂上部の平坦な場所には確認され

なかった。

調査の結果， 当地点において検出された遺構は，弥生時代の竪穴住居跡(SBO1, 04, 10)

3軒，それと同様な時期と考えられる袋状竪穴遺構(SKO2, 05～09, 11～14) 10基，さらに

横穴式石室を内部主体にもつ古墳(STO3) 1基であった。竪穴住居跡の遣存状態は，斜面側

が流失しており不良であったが, SB10に関しては床面まで非常に深く掘込まれていたため保

存状態は良好であった。この地点の住居跡は， 3軒点在しているのに対して，袋状竪穴遺構は，

丘陵の東西両斜面に5基ずつ群在して設けられており，それぞれ群としてとらえられよう。

SK11～14は, SB10によって切られている。古墳(STO3)は，後世の破壊をうけ，天井石，

東西両側壁は崩落し，腰石も抜き取られており，遺存状態は不良であった。古墳はSB10の上

に構築されており，主軸方向は, N-87o－Eをとりほぼ西に開口している｡STO3, SB10,

ゲ

タ P4
F1

7
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SK11～14の先後関係は, SK11～14→SB10→STO3となっている。

出土遺物は, STO3から須恵器（杯蓋，杯身，高杯，椀，壷，瞳，提瓶),耳環，鉄錐がそ

れぞれ出土した。各々の竪穴住居跡からは，壷・認・高杯・鉢形土器・手捜土器など出土した

が少量である。石器は石鍍，石錘，砥石が出土した。袋状竪穴遺構からは，蕊・高杯・鉢形土

器が出土したが，全体的にゑると少量である。また, SK"の西の斜面下方で上部から転落し

た状態で，弥生土器片の集中部が認められた。遮物は，壷・蕊・高杯形土器が出土した。

B地点は，基盤層（地山）までの堆積が約30～50cmに及んでいた。さらにA地点と同様に丘

陵斜面の下方は，基盤層まで約1～2mの堆積を承， トレンチ下部から水が涌きだして遺構は

確認されなかったため，調査は丘陵頂上部と斜面に限定し，遺構検出まで重機により土を除

去した。遺構は，丘陵の東側斜面にそれぞれ造営され，丘陵頂上部あるいは西側斜面には認め

られなかった。しかし，調査区の南に続く丘陵の東側斜面に，弥生土器片が多数散布しており，

遺構の存在が想定できよう。

調査の結果，当地点において検出された遺構は，弥生時代の竪穴住居跡(SBO1～03) 3軒

の承で，その他の遺構は認められなかった。竪穴住居跡は，すべて丘陵の東側斜面に位置して

おり，東側部分が流失していた。

出土遺物は，竪穴住居跡から壷・甕・高杯・鉢・器台形土器など出土し, SBO3においては

刀子がゑられた。遺物量はSBO2が最も多い。また, SBO2の南側約4m, SBO3の北側約

4mの斜面下部平坦面に，上部より転落した状態で多量の土器の集中部が認められた。遺物は

壷・認・高杯・鉢形土器がそれぞれ出土した。
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Ⅳ奥田大池遺跡A地点

a.検出遺構

調査の結果，当地点で検出された遺構は，弥生時代中期末から後期初頭にかけての竪穴住

居跡(SBO1, 04, 10) 3軒，それに同時期と考えられる袋状竪穴遺構(SKO2, 05～09, 11

～14）10基である。これらの遺構は，南西から北東にのびる丘陵斜面にそれぞれ造営されてい

た。

SBO1 (第4図）

SBO1は, SB10の南約8mの比較的ゆるやかな南西斜面に営まれていた。南西部分が流失

し，北側は土壌によって切られているため規模などの詳細は不明であるが，床面の長径5.75m

を測り，比較的胴の張った隅丸方形を呈する竪穴住居であったと想定できる。主柱穴と考えら

れるものは, P1, P2, P3, P4である｡P1-P2とP3-P4の距離は2.2mと同様

な間隔であり, P2-P3は3.2mである。そして，他にP5, P6, P7といった不整形の

ピットが存在する。また，住居跡の中央にP8, P8の北東の壁に寄ったところにP9などの

不整形で比較的浅いピットがゑられた。壁高は北東側の高いところで58cmを測る。壁溝は住居

の北隅でとぎれ，幅5～25cm,深さ4～9cmをそれぞれ測る。住居跡の埋土は赤黄褐色土，暗

黄褐色土，淡黄褐色土である。出土遺物は少量であった。

SBO4(第5図）

SBO4は，丘陵の北東斜面に営まれていた。SB10から北東へ約16m, SB10から北東へ約

26mのところに位置している。北東部分はSBO1と同様，流失しているため規模などの詳細は

不明であるが，床面の長径2.66m程の隅丸方形を程する小形の竪穴住居であったと想定でき

る。主柱穴と考えられるものはP1の承で，他に比較的浅いP2,不整形で浅いP3が存在し

ている。壁高は西南側の高

いところで72cmを測る。ま

た，壁溝は幅5～15cm,深

さ2．5～6cmを測り，全周

に及んだかどうかは不明で

ある。住居跡の埋土は淡黄

褐色土，褐色土，黄褐色土

であり，大小の礫が北半に

集中して流れ込んでいた。

出土遺物は少量であった。
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SB10(第6図）

SB10は，丘陵の西側斜面に営まれていた。STO3が上部に構築されていたが，遣存状態は

比較的良好であった。床面の長径5.35m,短径4.4mを測り，平面形態が楕円形を呈する竪穴住

居跡である。主柱穴と考えられるものは, P1, P2, P3, P4, P5, P6といった径約

30～40cmの各ピットである。その各主柱穴に対応する径約30～35cm程の小形のピット群-P7,

P8, P9, P10, P11, P12, P13－が壁溝中に存在する。各,々主柱穴との関係は<P3

-P9>,<P4-P10>,<P5<-'P11>,<P6<-'P12>,<Px‐P13>であるが, P

13と対応する主柱穴は検出できなかった。各主柱穴間の距離は, P1-P2は1.15m,P2-

P3は1.3m,P3-P4は1.15m,P4-P5は1.12m,P5-P6は1.3mである。
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壁溝中にある各ピット間の距離は,P7-P8は2.25m, P8-P9は1.8m, P9-P10

は2.3m,p10-p11は1.93m,P11-P12は2.05m,P12-P13は2.2mをそれぞれ測る。ま

た，床面中央に径約40cm程の比較的浅いP14があり，さらに近接してP15,P16といった不整

形の浅いピットが承られる。そのP16の埋土には黒褐色土が認められた。壁高は東側の高いと

ころでSTO3の掘方の基底面より約160cmを測り非常に高い。壁溝は幅3～25cm,深さ2～9

cmを測り，全周には及ばず住居の西隅でとぎれている。住居跡の埋土は， 自然堆積を示してい

る。セクションAでは4層， セクションBにおいては1層（それぞれ明黄褐色士）が, STO3

の整地面に相当し，それらの下部がST的構築以前の堆積層である。また，床面直上に約30x

35cm,約20×20cm程度の礫が2個承られる。出土遺物はSBO1, 04より比較的多い。

SKO2(第7図）

SB10の南側に位置し, 2段式の袋状竪穴である。当地点の袋状竪穴の中で最も多量の土器

を出土したo 1段目の床面は，不整多角形を呈し，北側の隅の床面直上に数点の土器片が認め

られた。 2段目の床面は，不整多角形に近い楕円形を呈し， 1段目の床面より約50cm程掘込ま

れている。入口は西側に片寄り，東側の壁面は内湾して床面に達する。土器は，床面より約30

~40cm上部あたりに出土した。

SK"(第7図）

SKO6の北東に位置し，床面が不整多角形を呈する袋状竪穴である。壁面の状態は比較的良

好で，入口から床面に向ってゆるく内湾している。

sK"(第8図）

SKO7の北側に位置し，床面が不整多角形を呈する比較的大形の袋状竪穴である。入口は東

側に片寄って開口し，西側の壁面は深く内湾している。壁面は床面より約20cm上部あたりが最

もふくらんでいる。

SKO7(第8図）

SKO6の南側に隣接して設けられており，床面が不整形を呈する袋状竪穴である。SKO7と

同様，入口は東側に片寄って開口し，東側，西側の壁面は，床面から入口に向ってすぼまって

いる。壁面は，床面より約50cm上部あたりが最もふくらんでいる。

SKO8(第8図）

SKO6, SKWとほぼ同一線状に位置し，床面はややふくらぷを持ち隅丸方形を呈する比較

的小形の袋状竪穴である。入口は床面の真上に開口している。

sK"(第7図）

SK"の東側に位置し，床面が不整多角形を呈する比較的小形の袋状竪穴である。試掘トレ

ンチのため斜め半分を削りとられており，規模などの詳細は不明であるが，西側の壁面は床面

に向って内湾している。
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SK11 (第9図）

SK14の北側に位置し，床面が

楕円形を呈する袋状竪穴である。

床面の中央部に約45×45cm,深さ

約10cm程の比較的浅いピットを有

している。調査中，入口付近が崩

壊してしまったが，入口は床面の

真上に開口していたと考えられる。

SB10によって切られている。

SK12(第9図）

SK14の南側に位置し，床面が

不整多角形を呈する比較的小形の
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SK11士層断面

袋状竪穴であるoSB10によって切られており，上半部を失っている。

SK13(第9図）

SK12の東側に隣接して設けられており，床面が不整多角形を呈する比較的小形の袋状竪穴

である｡SK12と同様SB10によって切られており，約半分以上上部を失っている｡SK12と

の先後関係は不明であった。

SK14(第9図）

SK11の南側に位置し，床面が不整多角形を呈する大形の袋状竪穴である。床面に幅約5～

15cm,深さ約3～5cm程の全周する壁溝を有している。また，床面はやや凸レンズ状になって

いる。SK11, SK12, SK13と同様, SB10によって切られており，上半部を失っている。

袋状竪穴遺構一覧表
（単位m)

番号床面形態 上縁径 底面径深さ床面嬢高肖警惚出土遺物備 考

SKO2楕円形2.12×1.42 1.51×1.17 0.73 231.42 ○ 蕊，椀 2段式

SKO5不整多角形1.47×1.41 1.35×1.15 0.57 230.58 ○ 土器片

SKO6不整多角形1.54×1.29 1.53×1.39 1.65 231.97 ○ 〃

SKO7不整形1.66×1.24 1.33×1.13 1.75 231.80 ○ 高杯

SKO8隅丸方形1.45×1.31 0.95×0.76 1.38 231.80 ○ 土器片

SKO9不整多角形1.13×1.01 1.03×1.03 0.75 230.86

SK11楕円形1.11×1.08 1.08×0.89 0.95 231.38 ○ 土器片 ピット有り

SK12不整多角形1.40×1.25 1.13×1.03 0.54 231.45

SK13楕円形1.22×1.15 0.49×0.41 0．38 231.43

SK14 1不整多角形| 2.90×2.36 1 2.28×1.65 0.52 1 231.30 1 ○ ｜土器片｜壁溝有り
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b.出土遺物

土器（第10， 11， 12図）

調査により当地点で出土した土器は，弥生時代中期末から後期初頭にかけての所産と考えら

れる。各点住居跡からの土器の出土状態は，床面直上にあるものは少量であり，遊離している

ものが目立った。SBO1, 04からは蕊形土器, SB10は壷・喪・高杯形土器のセットをなし，

他に鉢形土器，手捜土器が出土した。袋状竪穴遺構からの出土土器は，他遺跡に承られるよう

な多量な土器が「投棄」された状態を呈しているのはSKO2の桑であり，他の袋状竪穴遺構よ

りは少量で細片が目立ち器種は不明であった。 SKO2は蕊・鉢形土器, SKO7は高杯形土器が

それぞれ出土した。さらに, SKO2の西の斜面下方で上部から転落した状態で比較的多くの土

器片が出土した。器種は壷・甕・高杯形土器がセットをなしている。個点の詳細については別

表のとおりである。

石器（第13図）

石錘 1は， 自然円礫の石材を素材とする有溝石錘である。形態はスタンプ状を呈する。糸

掛けの溝は全周するがさほど深くはない。長さ4.7cm,幅4.8cm,厚さ4.2cm,重さ168gをそれ

ぞれ測る。SBO1出土。

砥石2は，比較的硬質の石材を素材とする小形で不定形の砥石である。作業面は，表裏と

も3面で，凹はさほど顕著ではない。長さ7.1cm,幅3.3cm,厚さ1.6cmを測る｡SBO1出土。

3は， 2と同様比較的硬質の石材を素材とする角柱状の砥石である。約半分程破損している。

作業面は， 2面の象で凹象はさほど顕著ではない。現存長さ4.1cm, 幅2.4cm,厚さ2.Ocmを測

る。 SBO1出土。 5は，比較的硬質の石材を素材とする角柱状の砥石である。作業面は2面の

承で，凹承は表面が顕著に皿状を呈している。長さ11.2cm,幅2.1cm,厚さ1.4cmを測る｡SB

10出土。

石錐4は，横長の剥片を素材とする比較的大形の平基式の石錐である。調整は全体的に大

まかに施されており， 基部付近の細部調整（仕上げ痕）はほとんど認められない。長さ3.4cm,

幅1.7",厚さ0.6cmを測る。安山岩製。 SB10出土。

－16－



、

L－ﾋﾆづﾝ'2

1

炉三
、〃・

、 '

、|〃･〃

戸 〃

ぐ瀞
〆

ダ ダ

〆〆 13 11

竜
ノ

Ｊ
〃
ヘ
リ
ノ
ー

／
）Ｉ

「
ｊ
ノ

、

、

ノ ノ
－

ノ

’
ⅢmmtmlllIIIMM,h心測

’ ､、 12' 、

’

』1 r･〈
14～一四 戸

15

ヅ
j.7，f
、 、 4

鼻伊
、' _‘’
、

、

、

、 ノ

、 ノ 18

10cm0

トー－戸一一

第10図SBO1、04， 10出土土器実測図

－17－



－－－■－－－ －

－－－

m皿UmrZWW~"T=m~p~mZ

－

一一一一一一一一一一一

”
″
Ｊ

Ｊ
ｆ・ノ
〃／
ノノ
ノ
グ

、
、

、

、

、

、

､
、

ノ

ノ

l γγ7Z二
、

、

ノダ

〃

－ 一

一一一

"Ⅲ血幽幽
－

ご毛 0 10cm

ー一
221

第11図SKO2、 07mi器宝測図

－18－



Z量′
5'

〃
、

、 23
〃

〆で 6

、 、

28

三リ『 7

29

－ー
｡－

一一
一
一
一
一
．

一
ひ

一

一
心
一
一

一
一
一
一
一

一

一

一
一
や

一
一
一
申
一
？

一
一
一

一

一
寺
一
一

一
■

＃

ノ
､ 、
30、 、

一 ’一

で
ノ

1 ，

1 1
ノ

31

、

、

〃

〃

10cm

10
3

ノ
ヘ

ノ

、 〃

、 ダ ダ

卿
5

第12図土器集中部出十十器宝到図

－19－



吾

手
帥
嘩

＝

0

。□ 31

、

口
と三ユ 4 5

一

5cm0

第13図SBO1、 10出土石器実測図

A地点出土弥生士器観察表

－20－

恥 器種 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

SBO1

1

甕 口径26．7 口頚部は外方に強く屈曲

し端部は上方にやや拡張

する ｡

口頚部は内外面共に横ナ
ー●

プ ◎

胎土： 1～2m程度の石

英粒を多く含む。

色調：淡茶褐色。

焼成：不良。

2 底部 底径 3．5 上底 ◎ 内外面共にナデ。 胎土： 1m程度の砂粒を

含む。

色調：黒褐色。

焼成：不良。

SBO4

3

蕊 口頚部を外方に強く屈曲

する 0

内外面共に横ナデ。 胎土： 2皿程度の石英．

長石粒を含む。

色調：淡茶褐色。

焼成：不良。
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恥 器種 法量(m) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

4 底部 底径5．9 凹承底。 内面はへう削り。外面は

ナデ｡

胎土： 1皿程度の砂粒を

含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：良好。

5 底部 底径 1．9 平底｡ 調整不明。 胎土： 1皿程度の砂粒を

含む。

色調：淡灰褐色。

焼成：不良。

6 底部 底径 5 平底。 内外面共にナデ。 胎土：細かな砂粒を多趣

に含む。

色調：淡褐色。

焼成：良好。

7 底部 底径 5．1 凹承底。 調整不明。 胎土： 3皿程度の石英粒

を含む。

色調：淡黄白色を呈す。

焼成：不良。

8 底部 底径 5 平底。 外面は縦方向のへラ磨き。

内面はへう削り。

胎土：2～3皿大の石英

･長石・雲母粒を

含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：良好。

SB10

9

壷 口径16．1 口頚部はラッパ状に開き

口縁端部を上下両方に拡

張する。

内外面共に横ナデ。口縁

端面には凹線文が2条め

ぐる 、

胎土： 1～3画程度の砂

粒を含む。

色調：暗赤褐色。

焼成：不良。

10 壷 口径14．8 口頚部はラッパ状に開き

口縁部を肥厚させる。

内外面共に横ナデ。口縁

端面には沈線文が2条め

ぐる。

胎土：細かな砂粒を含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：不良。

11 喪 口径19．5 口頚部は外反し口縁部を

上下に拡張しているが下

方が著しい。胴部はやや

張る ｡

口頚部は内外面共に横ナ

デ。胴部外面はナデ。口

縁端面には凹線文が2条

めぐる。

胎土： 1～3皿程度の石

英粒を含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：不良。

外面に炭化物付着。

12 麺 口径16．3 口頚部は短く外反し口縁

端部を上下両方に拡張す

るが下方が特に著しい。

頚部と胴部の境付近には

稜が付く。

口頚部は横ナデ。胴部外

面はナデ。内面は指頭圧

痕。口縁端面は凹線文が

2条，胴部は列点文が施

される。

胎土： 1皿程度の砂粒を

含む。

色調：淡褐色。

焼成：良好。

13 鉢 口径13．9

現高 6．9

体部は外反し口縁部は内

湾気味に上方は延び肥厚

させる底部は尖り気味の

丸底｡

外面は板状工具の小口を

用いた板ナデ。内面はナ
＝●

ア 。

胎土： 1～4皿程度の石

英・長石粒を含む。

色調：暗茶褐色。

焼成：良好。

外面に炭化物付着。
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恥 器種 法量(m) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

14 高杯 口径14．3 杯底部は外方に延び口縁

部は内反気味に立上が
る ◎

口縁部外面は横ナデ。杯

底部は指頭圧痕が残る。

口縁部には4条の沈線文

をめぐらす。

胎土： 1皿程度の石英粒

を含む。

色調：淡茶褐色。

焼成：良好。

15 底部 底径 6．1 凹み底。 外面は縦方向のへラ磨き。

底面はナデ。底部付近の

器壁は著しく肥厚する。

胎土： 3～4m程度の石

英・長石粒を含む。

色調：淡赤褐色。

焼成：不良。

16 底部 底径 8．7 凹み底。 外面はヘラナデ。下位お

よび内面はナデ。

胎土： 3～4皿程度の石

英・長石粒を含む。

色調：淡茶褐色。

焼成：良好。

17 底部 底径 3．1 平底◎ 内面はへう削り。 胎土：細かい砂粒を含む。

色調：淡灰褐色。

焼成：不良。

18 手握
器土
口径 8．2

現高 5

口頚部は強く外反し端部

は丸くおさめる。胴部は

ラッパ状に開き底部は尖

気味の丸底。

内外面共に指頭圧痕が著

しく残る。外面および口

頚部にはナデ。

胎土：細かい砂粒を含む。

色調:今暗黒褐色。

焼成：良好。

SKO2

19

喪 ５
１
５

９
６
９

２
２

径
径
高定

口
底
推

口頚部は外反し口縁端部

を下上両方に拡張する。

胴部は肩が張り頚部との

境界付近に隆帯を付す

る。凹象底。

口頚部は横ナデ。下半は

外面縦方向のへラ磨き。

内面ナデ。底部内面には

指頭圧痕を残す。口縁端

部に2条の凹縁文・隆帯

上には刻目が施される。

肩部には二枚貝腹縁によ

る刺突が3段承られる。

内面には粘土紐貼付け痕

が残る。

胎土： 1～3皿程度の石

英・長石粒を多量

に含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：不良。

外面に炭化物付着。

20 鉢 口径17．3

推定高 11

椀状を呈する。口縁部は

内湾気味に上方に延び

る。尖底。

内外面共にナデ。器壁は

著しく厚い。

胎土： 1～2画程度の砂

粒を含む。

色調：暗褐色。

焼成：良好。

外面に炭化物付着。

21 底部 底径 7．8 平底。 内外面共に調整不明。 胎土： 1～4m程度の石

英・長石粒を含む。

色調：暗褐色～淡黄褐色。

焼成：不良。

SKO7

22

高杯 口径17．2

脚柱径 5．7

杯底部は外方に延びやや

外湾気味の口縁部を付け

る。脚柱部は円筒状に下

方に延びる。

口縁部は横ナデ。口縁部

下位はへう状工具による

列点文，脚柱部は沈線文

を施す。杯底部は円板充

填法をとる。

胎土： 1～4皿程度の砂

粒を含む。

色調：淡黄白色。

焼成：不良。
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恥 器種 法量(“） 形態の特徴 技法の特徴 備 考

土器

集中部

23

壷 口径11．3

現高10．8

頚部は上方に立上がり口

縁部は外反し上下両方に

やや拡張する。肩部は箸

しく張る。

口縁部は横ナデ。外面は

ナデ。内面は頚部が縦方

向のナデ。胴部内面は横

方向のへラ削り。口縁部

は2条の凹線文，頚部は

櫛歯状工具による条線を

2条，胴部には垂下する

条線を20条施す。

胎土： 1～3皿程度の石

英・長石・雲母粒

を含む。

色調：淡茶褐色。

焼成：良好。

24 壷 口径12．6 頚部は上方に延び口縁部

は強く外反し端部を上下

方向に拡張するが特に下

方が著しい。

口縁部および頚部外面は

横ナデ。頚部内面にはナ

デ。口縁部は3条の凹線

文，頚部には4条以上の

凹線文を施す。

胎土： 1～2mm程度の砂

粒を含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：良好。

25 壷 口径11.9 口縁部が強く外反し端部

は上下両方に拡張する。

頚部は下方に延びる。

内外面共に横ナデ。口縁

部端面には3条の凹線文

をめぐらす。

胎土：細かい砂粒を含む。

色調：淡茶褐色。

焼成：良好。

26 壷 口径12．3 口縁部がラッパ状に開き

頚部は斜下方に延びる。

内外面共に横ナデ。 胎土：細かい砂粒を含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：不良。

27 高杯 口径14．9 杯底部は内湾気味に外方

に開き口縁部は内反す

る ◎

口縁部は内外面共横ナ

デ｡杯底部はナデ｡口縁部

は二枚貝腹縁による綾杉

刺突文と刺突文を施す。

胎土： 1～3血程度の砂

粒を含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：不良。

28 蕊 口径16．6 口頚部は外湾気味に外反

し口縁端部を肥厚させて

いる。肩部はやや張る。

口頚部は内外面共横ナ

デ。肩部内面は横方向の

へラ削り。口縁端面は3

条の凹線文がめぐる。

胎土： 2m程度の石英。

長石粒を含む。

色調：淡茶褐色。

焼成：不良。

29 蕊 口径14．5 口頚部は外湾気味に外反

させ口縁端部を若干上方

に拡張する。

口頚部は内外面共に横ナ
－，

プ。

胎土: 1～3m程度の石

英粒を含む。

色調：淡茶褐色。

焼成：不良。

30 甕 口径27．1 口頚部は強く外反し口縁

端部は上下両方に拡張す

る。肩部はやや張る。

ナ
内
哩

華
一
九

ｌ
ナ
共
士
面
面
外
外
内
部
部
胴
頚
。
ロ
ー
プ

面は横方向のへラ削り。

口縁端面には凹線文2条

がめぐる。

胎土： 3～4m程度の石

英・長石粒を含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：不良。

31 蕊 口径30．2 口頚部は強く外反し口縁

端部は上下両方に拡張す

る。肩部は張る。

口頚部は内外面共に横ナ

デ。口縁端面には3条の

凹線文をめぐらす。

胎土：細かい砂粒を含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：不良。

外面に炭化物付着。

32 底部 底径 4．1 平底 。 外面は縦方向のへラ磨き。

内面はへう削り。

胎土：細かい石英・長石。

雲母を含む。

色調：淡赤褐色。

焼成：不良。



’ ’ ’
胎土：細かい砂粒を含む。外面は縦万向、

勾而はナデ” 色調：淡茶褐色。

焼成：良好。
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恥 器種 法量(函） 形態の特徴 抜法の特徴 備 考

33 底部 底径 4．6 凹み底。 調整は不明。 胎土：細かい砂粒を含む。

色調：暗灰褐色。

焼成：不良。

34 底部 底径 5．1 平底 ◎ 外面はヘラナデ。内面は

ナデ。器壁は著しく厚

い。

胎土： 1～3皿程度の石

英・長石粒を含む。

色調：黄褐色。

焼成：良好。



V奥田大池遺跡B地点

a.検出遺構

調査の結果，当地点で検出された遺椛は，弥生時代中期末から後期初頭にかけての竪穴住居

跡(SBO1～03) 3軒の象で，南から北にのびる丘陵の東側斜面にそれぞれ造営されていた。

なお，丘陵上あるいは西側の斜面には住居跡などの遺構は存在しなかった。竪穴住居跡の遺存

状態は，斜面に営まれていたため東側部分が流失しきわめて悪かった。また，調査区の南に続

く東側斜面には弥生土器片が多数散布しており，そこにも住居跡の存在が想定できる。

SBO1 (第15図）

SBO1は，丘陵頂上部よりやや下った東側斜面に営まれていた。東側部分が流失しているた

め規模などの詳細は不明であるが，床面の長径6.35mを測り，楕円形を呈する竪穴住居であっ

たと想定できるo主柱穴と考えられるものは, P1, P3, P5, P7といった径約40cm前後

の各ピットで，その各左主柱穴に対応する比較的小形で浅いピット群-P2, P4, P6, P

8－が壁溝にやや入込んだところにある。各/々の主柱穴との関係は,<P1<->P2>,<P3

<->P4>,<P5<-PP6>,<P7-P9>である。各ピッ1､間の距離は, P1-P3は1.7m,

P3-P5は1.4m, P5-P7は1.6mである。また，壁講にかかるところにある各ピット間

の距離は, P2-P4は2.45m, P4-P6は2.45m, P6-P8は2.3mで， ほぼ同様な間

隔である。さらに, P2からP4にかけての壁溝近くに径20cm前後の浅い小ピット群-P11,

P12, P13, P14－が存在している。住居跡の中央より東に寄ったところに径40×55cm程度の

小ピットーP10－があり’その埋土には黒褐色土が承られた。壁高は西側の高いところで62cm

を測る。壁溝は，幅5～16cm,深さ5～7cinをそれぞれ測り，全周に及ぶかどうかは不明であ

る。住居跡の埋土は暗褐色土，赤褐色土である。遺物は少量で壁溝中に認められた。

SBO2(第16図）

SBO2は, SBO1の東約

7mの斜面の下方に営まれ

ていた。SBO1との標高差

は約4.5m程度で, SBO3

とは同様なレベルである。

東側部分が流失しているた
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えられるものは，住居跡の北側の

P1のみであり他は検出できなか

った。住居跡の中央部より西に寄

ったところに径約55m程度の比較

的浅いピットP2が承られ，その

P2の埋土には暗褐色粘質土が承

られた。そしてP2の北東に近接

して径約40m程の焼土が確認され

た。さらに, P2の東側に数個小

礫の詰った径約60"程度の小ピッ

トP3が染られた。また，住居跡

の壁面下部に，壁溝とは呼びにく

い溝状の遺構が検出された。南半

部分は試掘トレンチのためその遺

構の続きは不明であった。住居跡

の埋土は暗赤褐色士，赤褐色土，

明黄褐色土，暗褐色土であった。

遺物は比較的多く主に北半に集中

して出土した。

SBm(第17図）

SBO3は, SB蛇の南約3m,

SBO1の南東約6mの丘陵斜面の

下方に営まれていた。SBO1と同

様東側部分が流失している。床面

の南北長径4.6mを測り，隅丸方

形を呈する竪穴住居であったと想

定できる。柱穴は検出されず，

住居跡の中央部に径60×68cm,深

さ約35"程のピットが存在してい

るにすぎない。その埋土には暗黄

褐色粘質土が承られた。壁高は南

西側の高いところで11"を測る。

また，壁溝は西側の辺から南側，

北側の辺に若干かかるぐらいで途
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中で消失し全周には及ばな

い。壁溝の幅5～12cm,深

さ6～8.5cmをそれぞれ測

る。住居跡の埋土は暗褐色

土，暗黄褐色土，暗赤褐色

土である。遺物はSBO1に

比べ若干多いくらいである。
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b・出土遺物

土器（第19， 20， 21， 22， 23図）

当地点で出土した土器は,A地点と同様弥生時代中期末から後期初頭にかけての所産と考え

られる。各'々住居跡から出土した土器は，比較的少量で細片が目立ったoSBO1は鉢形土器，

SBO2は壷・認・高杯形土器のセットをなし, SBO3は壷．喪．高杯形土器のセット，そして

椀形土器がそれぞれ出土した。さらに, SBO2の南約4m, SBO3の北約4mの斜面下部の平

坦面に多澄の土器片が，上部から転落した状態で集中して認められた。その土器群は，比較的

遺存状態が良好で完形になるものも存在している。このことは短期間に埋没したことによって

遣存状態が良好であったと考えられよう。器種は壷・郵・高杯・椀形土器がセット関係をなし

ている。詳細は別表のとおりである。

鉄器（第18図）

刀子関部が斜めになる片関の刀子である。刃部と茎がそ

れぞれ破損している。刃部の断面は二等辺三角形，茎の断面

は長方形を呈する。また，関部に寄った部分に木質をとどめ

る。現存長3.7cm,幅1.4cm,厚さ0.7cmを測る。SBO3出土。
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恥 器形 法赴(“） 形態の特徴 技法の特徴 備 考

SBO1

55

鉢 口径21．4

現高 7．5

口頚部は外湾し口緑端部

を上下両方向に拡張す

る。肩部はやや張り胴部

下位は著しくすぼむ。

口頚部は横ナデ。胴部内

面は板ナデ。口縁端面に

は凹線文が2条めぐる。

胴部はへう状工具による

列点文が施される。

胎土： 1～2m程度の砂

粒を多量に含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：不良。

56 脚部 脚径 9 ラッパ状に開く脚柱部で

ある ◎

外面はナデ。内面にはし

ぼり目が承られる。

飴士：細かい砂粒を含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：良好。

57 底部 底径 7．4 平底◎ 外面は縦方向のへラ磨き。

他は不明。器壁は著しく

厚い。

飴士：細かい砂粒を含む。

色調：淡黄灰色。

焼成：不良。

58 底部 底径 7．1 凹み底。 外面は縦方向のへラ磨き。

内面はナデ。

胎土： 2～4皿程度の石

英・長石粒を含む。

色調：淡褐色。

焼成：良好。

59 底部 底径 7．2 平底◎ 内外面共に調整不明。 胎土：細かい砂粒を含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：不良。

SBO2

60

壷 口径13.1 頚部はラッパ状に開き口

縁部は肥厚して上方に立

上がる。頚部は下方に延

びる ◎

口縁部は横ナデ。頚部外

面はナデ。内面には指頭

圧痕を残す。口縁部は5

条の凹線文，頚部には3

条の沈線文をめぐらす。

胎土：細かい砂粒を多孟

に含む。

色調：暗黄褐色。

焼成：良好。

61 壷 口径16.6 口頚部はラッパ状に開き

口縁端部を若干上方に拡

張する。

口頚部は内外面共に横ナ

デ。口縁端面には凹線文

を3条，頚部は1条以上

施す。

胎土：細かい砂粒を含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：良好。

62 壷 肩部は斜下方に延びやや

張る。頚部は斜上方に延

びる。胴部と頚部の境界

付近に隆帯を1条施す。

頚部内面はナデ。胴部は

指頭圧痕を残す。隆帯は

粘土紐の貼付けによる。

胎土： 1～3皿程度の石

英・長石粒を含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：不良。

63 壷 口径12．9 頚部は著しく外湾し肥厚

した断面三角形を呈する

ロ縁部を付ける。

口頚部内外面共に横ナ

デ。口縁部は凹線文を4

条めぐらす。

胎土： 1～3mm程度の砂

粒を含む。

色調：黄褐色。

焼成：良好。

64 壷 頚径 9．4 頚部は円筒状状を呈し上

方が大きく外反する。肩

は下方に延び強く張る。

頚部に沈線文を12条めぐ

らす。器壁は著しく厚

い。

胎土： 2～3m程度の石

英粒を含む。

色調：淡黄灰色。

焼成：不良。

65 壷 口径13．7

現高 7．7

口頸頚部は著しく肥厚し

内傾気味に上方に延び

口頚部は横ナデ。頚部内

面下位は縦方向のナデ。

胎土： 1～2皿程度の石

英・長石粒を含む。
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恥 器形 法盈(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

る。肩部は強く張る。頚

部と胴部の境境付近には

隆帯を1条施す。

胴部内面は指頭圧痕を残

す。口頚部は6条の凹線

文をめぐらす。頚部には

櫛歯状工具による条線を

下方に施す。隆帯は粘土

紐の貼付けによる。

色調：淡黄茶褐色

焼成：不良。

66 蕊 口径13．1

現高11．1

最大径13.7

口頚部は外湾気味に外反

し口縁端部を若干肥厚さ

せる。胴部は球体状を呈

しよく張る。

口頚部は内外面共に横ナ

デ。肩部はナデ。胴部下

半には縦方向のへラ磨き。

内面下半はへう削り。口

縁端面は2条の凹線文，

肩部には二枚貝腹縁によ

る綾杉状刺突文を施す。

胎土： 1～3皿程度の石

英・長石粒を含む。

色調：暗黄褐色。

焼成：良好。

外面に炭化物付着。

67 蕊 最大径 14 胴部は球体状によく張り

頚部は外反する。

胴部上半外面はナデ。内

面は板ナデ。胴部下半外

面は縦方向のへラ磨き。

内面は横方向のへラ削り。

最大径付近には二枚貝腹

縁による綾杉状刺突文を

施す。

胎土: 1mm程度の砂粒を

多量に含む。

色調：暗茶褐色～黒褐色。

焼成：良好。

68 認 口径18．8 口頚部は外湾気味に外反

し口縁端部を肥厚させ

る ◎

口頚部内外面共に横ナ

デ。口縁端面には3条の

凹線文をめぐらす。

胎土：細かい砂粒を含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：良好。

69 蕊 口径23．1 口頚部は強く外反し口縁

端部を肥厚させる。

口頚部内外面共に横ナ

デ。口縁端面には2条の

凹線文をめぐらす。

胎土：細かい砂粒を含む。

色調：黄褐色。

焼成：不良。

70 高杯 口径17．4 体部は外方に延び口縁部

を強く上方に曲げ端部を

若干肥厚させる。また口

唇部は内傾する。

口縁部は横ナデ。体部外

面は横方向のへラ磨き。

内面はナデ。口縁部は3

条の凹線文をめぐらせそ

の下位には二枚貝腹縁に

よる刺突文を施す。

胎土：細かい砂粒を含む。

色調：黒褐色。

焼成：良好。

71 高杯 口径15．3 体部は外方に延び口縁部

は屈曲させ内湾気味に外

反する。

口縁部は横ナデ。体部は

内外面共にナデ。口縁部

は沈線文を2条めぐる。

胎土：細かい砂粒を含む。

色調：黄褐色。

焼成：良好。

72 高杯 脚径 7 円筒状を呈する脚柱部。 外面は縦方向のハケ目。

内面にはしぼり目が象ら

れる･上位には4条の沈

線文がめぐる。

胎土：細かい砂粒を含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：良好。

73 底部 底径 7 底面が若干凸凹を呈する

平底。

外面は縦方向のへラ磨

き。下位は内外面共に指

頭圧痕を残す。内面はへ

ﾗ削り。

胎土： 2～3m程度の石

英粒を含む。

色調：暗黄褐色～黒褐色。

焼成：良好。

外面に炭化物付着。
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恥 器形 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

74 底部 底径 6．5 高台状の凹み底。 外面はヘラナデ。内面お

よび底面はナデ。外面下

位には指頭圧痕が残る。

胎土：細かい砂粒を多量

に含む。

色調：内・暗黄褐色。

外・黒褐色。

焼成：良好。

75 底部 底径 6．5 凹桑底。 外面はヘラナデ。内面お

よび底面はナデ。

胎土： 1～2m程度の砂

粒を含む。

色調：内・暗茶褐色。

外・淡赤褐色。

焼成：良好。

76 底部 底径 7．2 凹承底。 内外面共に調整不明。外

面下位に指頭圧痕を残

す。底面には丹が塗着。

胎士： 1～5皿程度の砂

粒を含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：不良。

77 底部 底径 7．8 凹み底。 底面はナデ。外面に指頭

圧痕を残す。

胎土：細かい砂粒を含む。

色調：内・黒褐色。

外・淡黄褐色。

焼成：不良。

78 底部 底径 3．2 凹象底。 外面は縦方向のへラ磨

き。内面および底面はナ

デ 。

胎土： 1～5皿程度の砂

粒を含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：良好。

SBO3

79

壷 口径16．7 口頚部は強く外反し口縁

端部を肥厚させる。肩部

は斜下方に延びやや張

る ｡

調整不明。口縁端面には

2条の凹線文をめぐら

す ＠

胎土： 1～4mm程度の砂

粒を多量に含む。

色調：淡黄色。

焼成：不良。

80 壷 口径13．3 口頚部がラッパ状に開き

口縁端部を肥厚させる。

内外面共に横ナデ。口縁

端面は3条の凹線文をめ

ぐらす。

胎士： 1～3mm程度の石

英・長石粒を含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：不良。

81 蕊 口径14.9 口頚は外反しよ方に開き

肥厚させる。胴部は肩が

若干張る。

口頚部は横ナデ。胴部外

面はナデ。内面には指頭

圧痕が残る。 ロ縁端面は

2条の凹線文をめぐら

す。

胎土： 1～2m程度の砂

粒を含む。

色調：暗黄褐色。

焼成：良好。

外面に炭化物付着。

82 蕊 口径20.2

現高10．3

口頚部は内湾気味に外反

し口縁端部を肥厚させ

る。胴部は斜下方に延び

肩が若干張る。

口頚部は横ナデ。胴部外

面および内面上半にはナ

デ。また外面胴部と頚部

の境界付近には指頭圧痕

が残る。胴部内面下半は

横方向のへラ削り。口縁

端面は2条の凹線文をめ

ぐらす。胴部上半には二

胎土： 1～3mm程度の石

英・長石粒を多避

に含む。

色調：暗黄褐色。

焼成：良好。

外面に炭化物付蒲。
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枚貝腹縁による綾杉状の

刺突文を2段施す。

83 器台 口径 7．5

脚径 7．2

鼓状を呈する小形のもの

である。

口縁部は横ナデ。体部外

面はナデ。脚部外面は縦

方向のへラ磨き。内面は

板ナデ。また体部内面に

は指頭圧痕を残す。体部

は沈線文を4条めぐら

す。

胎土：細かい砂粒を含む。

色調：暗褐色。

焼成：良好。

84 底部 底径 5．6 平底◎ 内面および底面はナデ。

内底面には指頭圧痕が残

る 。

胎土： 1皿程度の砂粒を

含む。

色調：暗黄褐色。

焼成：不良。

85 底部 底径 4．9 平底。胴部は内湾気味に

外反し上方に延びる。

内外面共にナデ。内底面

には指頭圧痕が残る。

胎土：細かい砂粒を多量

に含む。

色調：淡赤褐色。

焼成：良好。

86 底部 底径 6．5 平底◎ 面外はヘラナデ。内面は

へう削り。外面下位には

指頭圧痕を残す。器壁は

著しく厚い。

胎土： 1～4皿程度の砂

粒を含む。

色調：内・黒褐色。

外・暗黄灰色。

焼成：良好。

87 底部 底径 9 平底◎ 外面はヘラナデ。内面は

へう削り。外面下位には

指頭圧痕を残す。器壁は

著しく厚い。

胎土： 1～2皿程度の石

英粒を含む。

色調：暗褐色。

焼成：良好。

88 底部 底径 7．4 平底 ◎ 外面はナデ。内面は指頭

圧痩が残る。

胎土：細かい砂粒を含む。

色調：暗茶褐色。

焼成：良好。

土器

集中部

89

壷 底径 8．4

現高26．8

胴部は球体状によく張り

底部は平底。

外面は縦方向のへラ磨

き。下位に指頭圧痕を残

す。内面はへう削りのの

ち上位を板ナデ。内底面

に指頭圧痕がゑられる°

胎土： 1～3皿程度の石

英・長石粒を含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：良好。

90 壷 口径16．4 口頚部はラッパ状に開き

口縁端部を肥厚させる。

内
部
ぐ

部
縁
め

頚
口
が

。
。
文

汚
相
線

横
ハ
凹

は
は
の

部
位
条

頚
下
６

口
面
に

る。器壁は著しく厚い。

胎土： 1m程度の石英。

長石粒を含む。

色調：暗黄褐色。

焼成：良好。

91 壷 口径11．9

現高11．9

頚部はよく締まり口縁部

を肥厚させラッパ状に開

き胴部は肩が斜下方に延

ぴ若干張る。

口頚部は横ナデ。胴部外

面は縦方向の'､ケ目。内

面は板ナデ。口縁部は4

条の凹線文。頚部には櫛

歯状工具による直線文。

胎土： 1～2皿程度の石

英・長石・雲母粒

を含む。

色調：暗黄褐色。

焼成：良好。



考恥｜器形｜法量(cm) | 形態の特徴 ’ 技法の特徴 ｜ 傭

I|ll
胴部には波状文を2段施

す。また頚部と胴部の境

界付近には二枚貝腹縁に

よる刺突文が象られる。

喪 胎土： 1皿程度の砂粒を

多通に含む。

色調：淡黄灰色。

焼成：良好。

外面に炭化物付着。

口径

最大径

現高

口頚部は強く外反し口縁

端部を上下両方向に拡張

する。胴部は球体状を呈

しよく張る。

口縁部は横ナデ。胴部上

半は外面がナデ。内面は

指頭圧痕が残る。胴部下

半外面は縦方向のへラ磨

き。内面はへう削り。口

縁端面は2条の凹線文。

頚部に列点文。胴部最大

径付近には二枚貝腹縁に

よる綾杉状刺突文が施さ

れる。

口頚部は横ナデ。胴部上

半外面がナデ。内面は指

頭圧痕を残す。下半は外

面が縦方向のへラ磨き。

内面はへう削り。口縁端

面は2条の凹線文，頚部

は列点文を施す。胴部股

大径付近には二枚貝腹縁

による綾杉状刺突文をめ

ぐらす。

口頚部は横ナデ。頚部内

面下位には指頭圧痕が残

る。胴部上半はナデ。下

半は縦方向のへラ磨き。

内面はへう削り。口縁端

面は2条の凹線文，頚部

は列点文，胴部には二枚

貝腹縁による綾杉状刺突

文が2段施される。

92 14.5

14.9

8．8

認 口径

最大径

現高

口頚部は外湾気味に強く

外反し口縁端部は上下両

方向に拡張する。内面に

は稜を有す。胴部は若干

張る。

胎土: 1～2皿程度の石

英・長石・雲母粒

を含む。

色調：淡黄灰色。

焼成：良好。

外面に炭化物付着。

93 15.9

15.2

7．9

口径

最大径

現高

ロ頚部は外湾気味に外反

し口縁端部は上下両方向

に拡張する。胴部は倒卵

形を呈しよく張る。

胎土： 1～2皿程度の石

英・長石粒を含む。

色調：暗黄灰色。

焼成：良好。

内面に炭化物付着。

“
翌

12.7

13.2

11.2

饗 胎土： 1～2mm程度の砂

粒を含む。

色調：暗黄褐色。

焼成：良好。

外面に炭化物付着。

口径14．4

最大径15．5

口頚部を強く外反させ口

縁端部を上方に若干拡張

する。肩部はよく張る。

口頚部は内外面共に横ナ

デ。胴部は外面がナデ。

内面はへう削り。口縁端

面は2条の凹線文をめぐ

らす。器壁は著しく厚い。

95

認 口径

最大径

底径

器高

口頚部は外湾気味に強く

外反させ口縁端部を上下

両方向に拡張している。

胴部は倒卵形を呈しよく

張る。底部は若干凹象

底。

口頚部は内外面共に横ナ

デ。胴部はヘラナデ。内

面はへう削りののち板ナ

デ。口縁端面は2条の凹

線文がめぐる。器壁は若

干厚い。

胎土: 1～2皿程度の石

英・長石粒を含む。

色調：暗黄灰色。

焼成：良好。

外面に炭化物付着。

96 11.9

14.3

4.1

18.6
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97 艶 １
４
４

１
４
１
１

径
径
径
大
口
般
底

器高 17

口頚部は強く外反し口縁

端部を上下両方向に拡張

する。胴部は著しく張り

底部は凹承底。

口頚部は横ナデ。頚部内

面下位はナデ。胴部外面

は縦方向のヘラナデ。内

面にはへう削り。口縁端

面には2条の凹線文をめ

ぐらす。

胎土： 1～4皿程度の石

英・長石粒を含む。

色調：暗黄白色。

焼成：良好。

外面に炭化物含む。

98 認 口径14．7 口頚部は強く外反し口縁

部を肥厚させる。胴部は

斜下方に延び肩が張る。

口頚部は横ナデ。頚部内

面には指頭圧痕が残る。

胴部外面はナデ。内面は

へラ削り。口縁端面は3

条の凹線文，胴部上位に

はへう状工具による列点

文を2段施す。

胎土：細かい砂粒を多量

に含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：良好。

外面に炭化物付着。

99 高杯 口径 15 杯底部は外方に延び口縁

部が内湾気味に内傾する

椀状を呈す。口縁端部は

外方向に拡張する。

口縁部は横ナデ。体部は

ナデ。杯底部は縦方向の

へラ磨き。口縁部には4

条の凹線文と二枚貝腹縁

による刺突文を施す。

胎土： 1～4m程度の石

英・長石粒を含む。

色調：黄褐色。

焼成：不良。

100 高杯 ８
９
９

ｃ

Ｌ

８１

１

径
径
高

口
底
器

杯底部は斜外方向に延び

口縁部は内湾気味に内傾

する。高杯に対して脚高

は著しく短く脚端部を上

下両方向に拡張する。

口縁部は横ナデ。杯底部

は縦方向のへラ磨き。脚

部はナデ。脚端部は横ナ

デ。杯内部はナデ調整が

強いため砂粒の一部が移

動する。口縁部は4条の

凹線文と二枚貝腹縁によ

る刺突文，脚端部は1条

の凹線文と刺突文をめぐ

らす。杯底部の接合は円

板充坂法をとる。

胎土：細かい砂粒を多量

に含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：良好。

101 椀 口径14．4 体部は斜方向に延び口縁

部は内傾する。口縁端部

は丸くおさめており内面

に緩い稜線を有す。

口縁部は横ナデ。体部外

面はナデ。内面はへう削

りののち荒いへラ磨き。

胎土：細かい砂粒を含む。

色調：淡黄灰色。

焼成：良好。

外面に炭化物付着。

102 椀 ３
８
２

３
５
８

１径
径
高

口
底
器

体部は斜上方に延び口縁

部は内湾する。口縁端部

は丸くおさめる。底部は

凹み底。

口縁部は横ナデ。体部お

よび底面はナデ。底部お

よび内底面には指頭圧痕

を残す。

胎土: 1～3皿程度の砂

粒を含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：良好。

103 底部 底径 5．8 高台状の上底。端部は丸

くおさめる。

全てナデ。底面は器壁が

著しく薄い。

胎土: 1～3m程度の砂

粒を含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：良好。

104 底部 底径 6．1 凹み底。端部は丸くおさ

める 。

外面には指頭圧痕を残

す。器壁は2.5mと著し

く厚い。底面はナデ。

胎土：細かい砂粒を含む。

色調：淡黄褐色。

焼成：良好。
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105 底部 底径 3 平底。 外面はヘラナデ。下位は

ナデ。内面はへう削り。

胎土： 1～3m程度の石

英・長石・雲母粒

を含む。

色調：暗黄褐色～黒褐色。

焼成：良好。

106 底部 底径 8．6 平底。 外面は縦方向のへラ磨

き。下位は指頭圧痕を残

す。内面はへう削り。

胎土： ］.～3m程度の石

英・長石粒を含む。

色調：暗黄褐色。

焼成：良好。

外面に炭化物付着。

107 底部 底径 3．4 胴部はよく張り底部は平

底◎

外面はヘラナデ。下位は

内外面共にナデ。内面は

ヘラ削り。

胎土： 1～4皿程度の石

英・長石粒を含む。

色調：暗黄白色。

焼成：良好。

外面に炭化物付着。

108 底部 底径 6 平底◎ 外面は縦方向のへラ磨

き。内面は板ナデ。内底

面はナデ。

胎土：細かい砂粒を含む。

色調：暗黒褐色。

焼成：良好。

外面に炭化物付着。



Ⅵ奥田大池古墳(STO3)

ST鯛は，丘陵の中央部近くの東から西に比較的ゆるやかに傾斜する場所に構築されていた。

調査前は，封土がかなり流失し，周囲の地形と同様であったため古墳とは識別できない状況で

あった。しかし，試掘調査のトレンチにより石室の一部が現われ、横穴式石室を内部主体にも

つ古墳であることが判明した。

a.墳丘（第24図）

墳丘は，前に述べたとおり封土が流失してしまっているため明らかにするのは困難であった○

しかし，石室を覆う程度の封土が存在していたものと想定できる。また’古墳に伴うと考えら

れる周溝あるいは，背面をカットするといった地山整形なども不明であった。

くこ、

233

232

第副図STO3遺存図
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b.石室（第25図）

石室の遺存状況は不良で天井石，南北両側壁は崩落し，北側壁の腰石も一部抜き取られてい

た。

石室の形態は，南側側壁が胴の張る長方形を呈する無袖式の横穴式石室と考えられる。石室

の主軸方向は,N-Wo－Eをとりほぼ西に開口している。現存長5.46m, 奥壁幅1.05m,側

壁最大幅1.4m,現存奥壁高0.9mをそれぞれ測る。

壁面の構成をみると，奥壁は表面がなめらかな大きい割石を2石使用し腰石としている。こ

の腰石は石室内に約10.の角度で傾斜している。そして， その2石の腰石が上部で尖頭状とな

っているため，小石を詰め上端を整え， さらにその上に割石を積んだことが推定できる。現存

しているのは腰石の上部南端の小石のふである。北側側壁は，現存している腰石が6枚の承で

あった。腰石は約40～70cm程度の割石を使用し，直線上に並んでいるが奥壁より5, 6枚目の

腰石はやや内に入り込んでいる。奥壁より1枚目と5枚目の腰石は，広口積承が採用されてい

る。 2段目は割石を横積ゑし，腰石と同様な大きさの割石あるいはそれ以下の割石を積ゑ込ん

でいる。横目地は， 5枚目の腰石が広口積みであるため2段目の割石の2～4枚目までは水平

方向に通っているが，それより先はない。また， 1段目の腰石と比べ2段目は，石室側にせり

出している。現存しているのは2段までである。南側側壁の現存している腰石は12枚であり，

約30～70cm程度の割石が使用されている。北側側壁が直線的になるのに対し，南側側壁は胴張

りとなっている。奥壁より1枚目と4枚目の腰石は，広口積みが採用されているため，高さが

2段目の割石上端まで達している。また，奥壁より8枚目の腰石から約30cm程度の比較的小形

の割石を使用しており内側に入り込んでいる。 2段目は， 1段目と同様な割石を用いて水平方

向に横目地が通るように横積みを採用し， 4枚目の広口積象の腰石の上端の高さに整えている

ようである。南側壁面も北側壁面と同様に石室内にせり出している。現存するのは， 3段目の

割石のごく一部である。

石室床面は，天井石，南北両壁が崩落し散乱していたため，棺台石と考えられるものの検討

は困難であった。床面は，南から北にかけてやや傾斜しており，石室の基底面との差は約10cm

程度である。

遺物は，奥壁より約1mの北側壁面のところで高坏3点，同じく約2.3mのところで鉄鍍1

点，南側壁面近くの奥壁より約3.4mのところで坏身1点がそれぞれ出土している。また，石

室内で浮いた状態で鉄錐2点が出土している。さらに，前庭部でかき出された状態で，耳環，

須恵器（杯蓋，杯身，壷，魁，椀，提瓶）など出土した。

石室の掘方については，石室の石を完全に取り除かなかったため腰石の基底面に関して詳し

く観察できなかった。奥壁部の掘方は，約70｡の角度で掘込まれており，深さは約1.1mを測る。

南側壁部の掘方は， 1段掘りになっており，北側壁部は腰石の5枚目まではテラス状になる2

段掘りになっている。 6枚目の腰石からは，後世の削平を受けていて掘方は残っていない。

－44－
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C.出土遺物

須恵器（第27, 28図）

前述のとおり石室内より高杯，杯身，前庭部よりかき出された状態で杯蓋，杯身，壷，魁，

提瓶，椀がそれぞれ出土した。詳細は別表のとおりである。

鉄錐（第26図1， 2， 3）

すべて長い箆被のつく細身の長頸錐である。 1は，茎部先端を欠損し片丸造鰊箆被鑿箭式に

属する鉄錐である。鎧頭形の錐身部に長い箆被がつき，箆被と茎部との境には疎状尖起をもつ。

茎部には，縦方向の箆竹の木質とそれを巻き締めた植物繊維がラセン状に巻きついている。現

存長17.6cm,刃部長1.4cm,刃部幅0.6

cmを測る｡ 2は，茎部の大半を欠損し，

関無片丸造鰊箆被鑿箭式に属する鉄錐

である。鍍身部と箆被の境は明瞭では

ない。また，箆被と茎部との境には銃

化して不明瞭であるが鰊状尖起をもつ。

現存長11.7cm,刃部長2.5cm,刃部幅

0.7cmを測る｡ 3は，箆被及び茎部を

欠損し2と同様の鉄錐である。現存長

7.8cm,刃部長1.6cm,刃部幅0.6cmを

測る。

耳環（第26図4， 5， 6）

3個体出土したがすべて前庭部でか

き出された状態であった。 4は，断面

楕円形の製品である。遣存状態はきわ

めて悪く，長径3.2cm,短径2.9cm,断

面長径0.8cm,短径0.7cm,重量289を

測るo 5も4と同様断面楕円形の製品

で遣存状態もきわめて悪い。長径2.9

cmP短径2.6cm,断面長径0.7cm,短径

0.6cm,重量189を測る。 6も4,5と

同様の形態をとり，遣存状態もきわめ

て悪いが，内側に金箔を少しとどめて

いる。長径2.5cm,短径2.3cnl,断面長

径0.7cm,短径0.5cm,重量129を測る。

また， 4，5，6いずれも銅胎である。
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STO3出土須恵器観察表
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恥 器形 法量(cm) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

36 杯蓋 口径13．8 天井部から体部へは緩や

かな曲線を描く。 ロ縁部

はやや外反気味に開くが

体部と明瞭な境界はな

い。 口縁端部は丸く仕上

げる ◎

マキ上げ・水ピキ成形。

天井部外面は回転へラ削

り。 ロクロ回転右方向

か？

胎土： 1m程度の砂粒を

含む。

色調：黄灰色。

焼成：あまい。

前庭部出土。

37 杯蓋 口径13．2

器高 4．6

天井部は丸く体部とは明

瞭な段を作って境界とす

る。体部は緩やかな曲線

を描き下方に延び先端を

肥厚させ口縁部とする。

端部は丸く仕上がる。

マキ上げ・水ピキ成形。

天井部外面は回転へラ削

りを内面には片方向から

の仕上げナデ。 ロクロ回

転右方向。

胎士： 1m程度の砂粒を

含む。

色調：淡黄灰色。

焼成：良好・堅綴。

前庭部出土。



細かな砂私

に含む。

暗黄灰色。

良好・堅羅

前庭部出十

44 1 碗l P
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恥 器形 法量(m) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

38 杯蓋 口径12．4 天井部はほぼ平担で体部

とは段により境界とする。

体部は緩やかな曲線を描

き口縁部に移行する。端

部は丸く仕上げる。

マキ上げ・水ピキ成形。

天井部外面はへう切り未

調整。 ロクロ回転右方向

か？

胎土： 1～2皿程度の石

英・長石粒を含む。

色調：淡黄灰色。

焼成：あまい。

前庭部出土。

39 杯身 １
９
８

Ｃ
Ｇ
●

２
４
３

１
１

径
径
高

口
受
器

底部はほぼ平担で体部と

は稜線で界する。体部は

斜上方に直線的に延ばし

受け部は大きく凹承端部

は丸く仕上げる。立ち上

りは湾曲気味に斜上方に

延び端部は丸く仕上げる。

マキ上げ・水ピキ成形。

底部外面はへう切り未調

整。内面は不定方向から

の仕上げナデ。立ち上り

はオリコミ技法か？ロク

ロ回転右方向。

胎土： 2m程度の石英。

長石粒を含む。

色調：淡青灰色。

焼成：良好・堅綴。

前庭部出土。

40 杯身 ２
４
３

２
４
４

１
１

径
径
高

口
受
器

底部から体部へは外面に

緩やかな曲線を描く。受

部は幅広の沈線状に凹ん

でおり端部は丸く仕上げ

る。立ち上りは斜上方に

延び端部は丸く仕上げ

る ⑥

マキ上げ・水ピキ成形。

底部外面は回転へラ削り

ののちナデつけ。内面は

片方向からの仕上げナ

デ。立ち上"はオリコミ
技法か？ ロクロ回転右

方向。

胎土：0.5～2m程度の

石英粒を含む。

色調：淡青灰色。

焼成：良好・堅綴。

前庭部出土。

41 杯身
の
、
》
の
〃
一
勺
０
《

勺
Ⅱ
《
■
●

５
４

１

径
径
高

口
受
器

底部はほぼ平担で体部と

は外面の稜線で界する。

体部は斜上方に直線気味

に延ばし受け部は凹み端

部は丸く仕上げる。立ち

上りは斜上方に延び端部

は丸く仕上げる。

マキ上げ・水ピキ成形。

底部外面は回転へラ削

り。立ち上りはオリコミ

技法か？ ロクロ回転左

方向。

胎土：細かな砂粒を多斌

に含む。

色調：淡黄灰色。

焼成：あまい。

前庭部出土。

42 杯身 口径11．4

器高 3．5

底部は僅かに凹むがほぼ

平担で体部とは明瞭な稜

線で界する。体部は曲線

を描き強く内湾しロ縁部

に移行する。端部は丸く

仕上げる。

マキ上げ・水ピキ成形。

底部外面および体部1/2

位まで不定方向のナデ。

ロクロ回転右方向。

胎土： 1～3皿程度の石

英・長石粒を含む。

色調：淡黄灰色。

焼成：良好・堅綴。

前庭部出土。

43 杯身 口径12．1

器高 3．6

底部はやや凹むが肥厚し

体部との境界は明瞭な稜

により界する。体部は斜

直線的に延び口縁部に移

行する。端部は丸く仕上

げる 。

マキ上げ・水ピキ成形。

底部外面はへう切り未調

整。 ロクロ回転右方向。

胎土： 1～3mm程度の石

英・長石粒を含む。

色調：淡黄灰色。

焼成：良好・堅綴。

石室内出土。

底部はほぼ平担で強く湾

曲し体部に移行する。体

部はやや内湾気味に上方

に延び端部は丸く仕上げ

る ◎

マキ上げ・水ピキ成形。

底部外面は回転へラ削

り。内面には片方向から

の仕上げナデ。体部中位

には2条の沈線をめぐら

せる 。
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恥 器形 法還(m) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

45 壷 最大径 17

現高 7．6

楕円状によく張った体部

片である。

マキ上げ・水ピキ成形。

体部最大径付近に2条の

沈線をめぐらせ，肩部に

へう状工具による列点文

を3段施す。

胎土： 1画程度の石英．

長石粒を含む。

色調：淡黄灰色。

焼成：あまい。

前庭部出土。

46 高杯 口径10．5

７
４

７
７

径
高

脚
器

杯底部は著しく浅く平担

で体部とは沈線で界す

る。体部は外湾気味に斜

上方に延び口縁端部は丸

く仕上げる。脚部はラッ

パ状に開き細い脚端部を

斜下方に延ばす。

マキ上げ・水ピキ成形。

杯部と脚部はハリツケ技

法。杯部および脚部中位

にはそれぞれ沈線が1条

めぐる。

胎土：細かな砂粒を含む。

色調：灰色。

焼成：良好・堅綴。

杯部内面に黄緑色

の自然釉が溶着す

る 。

前庭部出土。

47 杯身 口径10．9

現高 3．8

椀状を呈する杯身であ

る。底部と体部は明瞭な

段により界しやや湾曲気

味に斜上方に延びる。端

部は丸く仕上げる。

マキ上げ・水ピキ成形。

の
ナ
リ
げ
削
上
ラ
仕
へ
の
転
向
回
方
は
定
面
不
底
ち
外
の
－◆

プ ｡

胎土：細かな砂粒を含む。

色調：灰色。

焼成：良好・堅綴。

内面に黄色の自然

釉が溶着する。

前庭部出土。

48 高杯 口径15.1

８
９

，
由

９
９

径
高

脚
器

杯部底面はやや凹凸があ

るが平担で底部と体部の

境は不明瞭。斜上方に延

びる体部から口縁部の移

行は稜により界し口縁部

は外湾する。端部は丸く

仕上げる。脚部はラッパ

状に開き端部を若干上下

に拡張する。

マキ上げ・水ピキ成形。

杯部と脚部はハリツケ。

杯部内底面は片方向から

の仕上げナデ。 ロクロ回

転右方向。

胎土： 1～5mm程度の石

英・長石粒を含む。

色調：淡黄灰色。

焼成：良好・堅級。

石室内出土。

49 高杯 ５
８
４

３
８
９

１径
径
高

口
脚
器

杯部底面は僅かに凹むが

ほぼ平担で体部とは明瞭

な段により界する。体部

は斜上方に延び口縁部は

やや薄い。脚部はラッパ

状に開き脚端内面に凹線

を持つ。端部は丸く仕上

げる ⑥

マキ上げ・水ピキ成形。

杯底部はへう切り未調整

の上を荒くナデる。杯部

と脚部はハリツケ。脚部

中位には凹線を2条施

す。 ロクロ回転左方向。

胎土: 1～3皿程度の石

粒を含む。

色調：黄灰色。

焼成：やや良好・堅綴。

石室内出土。

50 高杯 口径10.2

４
６

Ｇ
①

７
７

径
高

脚
器

杯底部は丸い形態を示し

体部とは明瞭な稜により

界す。体部は斜上方に延

び口縁部に移行し端部は

丸く仕上げる。脚部はう

シバ状に開き端部を上下

に拡張する。

マキ上げ・水ピキ成形。

杯底部はへう切り未調整

の上を荒くナデる。杯部

と脚部はハリツケ。脚端．

部に凹線を1条施す。

胎土： 1～2m程度の石

英粒を含む。

色調：淡青灰色。

焼成：良好・堅綴。

一部に黄色～黄緑

色の自然釉が溶著。

石室内出土。

51 腿 口径12．1

般大径11．3

口縁部は大きくラッパ状

に開く。 口縁部と頚部の

マキ上げ・水ピキ成形。

口縁部下位および頚部下

胎土： 1～4皿程度の石

英・長石粒を含む。



註 須恵器の成形・調整手法に関しては，中村浩『和泉陶邑窯の研究』1982によった。

弥生式土器の成形・調整手法に関しては，小林行雄・佐原真『香川県三豊詫間町紫雲出山弥生式遺跡の研

究』詫間町文化財保護委員会1939によった。

なお，板ナデ調整とはハケ目調整同様に板状工具を器面に押え付け，なでつけを行うが内面の条線が認め

られないものである。またヘラナデ調整とはへう磨き調整のそれが幅が狭く，往復運動によって施すのに対

し，幅広で往復運動をあまり伴なわないものである。

－51－

恥 器形 法量(m) 形態の特徴 技法の特徴 備 考

器高15．8 移行付近には1条の凸

帯，頚部中位に2条の凹

線を施す。底部は丸底を

呈し体部は斜上方に延ば

す。底部と体部の移行付

近には1条の凹縁と孔を

穿す。

位にはカキ目。孔は外面

→内面に穿す。底部は不

定方向のナデ。

色調：灰色。

焼成：良好・堅綴。

前庭部出土。

52 提瓶 口径 6．5

最大径14．3

器高18．9

体部は正円状によく張る

が側面観は片面が緩やか

な曲線を描くのに対し他

面は平担気味となる。上

肩部にはボタン状突起が

一対付く。頚部は外反し

口縁部との移行は明瞭な

稜で界す。端部は丸く仕

上げる。

マキ上げ・水ピキ成形。

体部は片面は粘土円板で

塞ぐ。他面は不定方向の

ナデ。口頚部は体部側面

に径5cm前後の孔を穿し

付ける。上肩部のボタン

状突起は貼付け。

胎土： 1～3皿程度の石

英・長石粒を含む。

色調：灰色。

焼成：良好・堅綴。

前庭部出土。

53 提瓶 ４
５
３

５
５
９
１
１

径
径
高
大
口
最
器

体部は正円状に張るが側

面観は片面が緩やかな曲

線を描くのに対し他面は

平担となる。上肩部には

ボタン状突起が一対付

く。頚部は外反し口縁端

部はやや尖り気味。口縁

部中位に2条の沈線が施

される。

マキ上げ・水ピキ成形。

体部片面は粘土円板で塞

ぎそしてカキ目。他面は

回転へラ削り。 口頚部は

体部側面に径4m前後の

孔を穿し付ける。上肩部

のボタン状突起は貼付

け◎

胎土： 1～2皿程度の石

英・長石粒を含む。

色調：灰色。

焼成：良好・堅綴。

前庭部出土。

54 提瓶 口径 4．2

最大径 9．9

器高12．3

他の2点に対し著しく小

形のものである。体部は

正円状に張るが側面観は

両面ともに緩やかな曲線

を描く。上肩部にはボタ

ン状突起が一対付く。口

頚部は外方に開き先端が

やや内湾気味となる。

マキ上げ・水ビキ成形。

体部は片面を粘土円板で

塞ぎ両面とも不定方向の

ナデ。また片面はその上

にカキ目。 口頚部は体部

側面に径3cm前後の孔を

穿し付ける。上肩部のポ

タン状突起は貼付け。

胎土：細かな砂粒を多趾

に含む。

色調：灰白色。

一部に白斑が認め

られる。

焼成：良好・堅綴。

前庭部出土。



Ⅶま とめ

奥田大池遺跡A・B両地点の発掘調査によって得られたいくつかの成果を述べ，若干の問題

点を抽出してまとめにかえたい。

弥生時代の調査の成果は，中期末～後期初頭にかけての竪穴住居跡6軒(A地点3軒, B地

点3軒）と，それに同様な時期と推定される袋状竪穴遺構群10基(A地点）の発見である。ま

た,A・B両地点で土器の集中部がゑられ，特にB地点では良好な一括の土器群が得られた。

土器については，今後稿を改めて述べることにしたい。

竪穴住居跡は,A・B両地点にそれぞれ3軒ずつ検出された。A地点では，隅丸方形を呈し

柱穴4本のSBO1,隅丸方形を呈し小形で柱穴1本のSBO4,楕円形を呈するSB10が検出さ

れたoB地点においては，楕円形を呈するSBO1,隅丸方形を呈し柱穴1本のSBO2, SBO2

と同様隅丸方形を呈し柱穴のないSBO3がそれぞれ検出された。また, B地点の調査区の南に

続く丘陵の東側斜面に多数の弥生土器片が散布しており，そこにも住居跡の存在が想定されよ

う。

住居跡で特に注目されるのは,A地点のSB10, B地点のSBO1の2軒である｡SB10は，

床面の長径5.35m,短径4.4mの楕円形を呈する住居跡で，主柱穴6本(+α本）とそれに対応

するピット群が壁溝中に7本認められる。従来，住居の壁近くに存在するピット群は，矢板を

支えるための杭穴， さらに壁溝は，矢板をはめこむための溝と考えられている。しかし, SB

10に関しては，地山面からの掘込みも非常に深く，壁溝中に主柱穴と同様な規模のピット群

の存在は，矢板を支えるためのピットとは考えにくく上屋構造に密接に関わるものと考えられ

る。すなわち， 「杭穴｣'）としてではなく 「柱穴｣2）として考えるのが妥当であろう。 これに

対し, B地点のSBO1は，東側部分が流失しているが楕円形を呈する住居跡で壁高はさほど高

くはない。主柱穴は現存で5本（中央1本）でそれに対応するピット群は壁溝中ではなく壁溝

にやや入り込んだところにある。このSBO1の主柱穴に対応するピット群は, SB10のそれと

は異なり小形で浅く 「柱穴」としてではなく 「杭穴」とするのが妥当であろう。

以上，述べてきたがSB10のように斜面に立地し深く掘込まれた住居の構造は，平坦面に築

造された住居とは一線を画するものと考えられよう。しかし， この種類の住居は，斜面に立地

しているがための構造なのかあるいは時期差，地域差なのか，今後資料の増加を待ち検討した

い。

袋状竪穴遺構（以下「袋状竪穴｣）は， いわゆる「貯蔵穴」と考えられており，広島県内で

は，大朝町横路遺跡3)，広島市高陽台遺跡群4)，同市真亀遺跡群5)，東広島市鏡西谷遺跡6)，同

市助平2号遺跡7〕等でも確認されており，弥生時代前期より存在している。

当遺跡のA地点において袋状竪穴は10基検出された。しかし， 「袋状竪穴」の実態にそぐわ

ないものもあるが，一応断面が袋状あるいは筒状のものを総称して呼ぶことにした。袋状竪穴
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は，丘陵の東西両斜面に5基ずつ群をなして認められ，丘陵東側ではSKO5～09(A群), 西

側ではSKO2, 11～14(B群）であった。築造時の状態に比較的近いと考えられるものは，床

面形態，床面の規模そして床面標高であろう。それらの計測値に導かれつつまとめてみること

にしよう。

床面形態は，楕円形を呈するもの(SKO2, 11, 13),隅丸方形を呈するもの(SK13),楕

円形に近い不整多角形を呈するもの(SKO5, 06, 09, 12, 14), そして不整形を呈するもの

(SKO7)の4つに分類することができる。さらに，床面の規模によって大形のもの(SK14),

中形のもの(SKO2, 05, 06, 07, 12),小形のもの(SKO8, 11, 13)に分類することが可能

である。また， ピットを有するもの8) (SK11), 2段式のもの(SKO2),壁溝を有するもの9）

(SK14)が存在する。床面の標高は,A群のSKO5, 09の2基が230.58, 230.86m, SKO6,

07, 08の3基が231.80～231.97m, B群の5基がいずれも231.30～231.45mの範囲で，ある程

度同様なレベルである。こうして見てくると， この袋状竪穴のA・B両群は，一見床面の形態，

規模を無視しているようではあるが，床面が同様なレベルであることは，築造時において意識

的に床面のレベルを揃えたと考えられよう。また， 1基も切合い関係が存在しないことから

すると,A群の5基, B群の5基は多少の時間差を持ち同時共存したと推定されよう。このこ

とから各住居跡との関係については推測の域を出ないが, SB10がSK11～14の4基の袋状竪

穴を切っていることにより, SB10との同時共存は考えられず東側斜面に設けられたSKO5,

09あるいは06， 07， 08， 02との共存が推定されよう。となるとSBO1は, SK", 11～14の5

基の袋状竪穴との同時共存の蓋然性が高い。しかし鏡西谷遺跡の袋状竪穴にみられるように1

軒の住居に近接して1基ないし2基設けられている例もある。この袋状竪穴については，機能

の問題，集落内において共同体の規則による袋状竪穴群の共同使用，あるいは各住居の単独使

用等の残された課題は多い。

古墳時代の調査の成果は，内部主体に横穴式石室をもつ古墳1基の発見である。古墳(ST

O3）は，後世の破壊を受けており，石室構造等の詳細は明確に把握することはできなかった。

墳丘は，封土が流失してしまっているため不明であったが，石室を覆う程度の封土があった

ものと想定できる。また，古墳に伴う周溝あるいは背面カットといった地山整形も不明であっ

た。

石室の構造は，無袖式の横穴式石室であったと推定できる。石室の長さは現存長5.11m,最

大幅1.4mを測り，やや胴張りの長方形プランを呈し，主軸方向はN-87｡-Eをとりほぼ西に

開口している。石室の高さは， 奥壁の現存高0.9mを測りこの上に天井石があったにしては低

すぎるためさらに1段ないし2段積んだのであろう。それは奥壁の上端に小石が残っているた

め理解できる。両壁面は1枚目の腰石を直立させる方法が採用されている。この用石法は東広

島市八本松町藤ケ迫第3号古墳'1〕にみられる。また，南側壁面の奥壁より4枚目の腰石は割石

を直立させる用石法を採用している。このことは石室の構築法を知るうえで興味深い。すなわ
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ち南側壁面の中央付近に腰石を直立させるということは，奥壁，玄関部の両端から側壁を積み

込んでゆき，割石の規格に不合が生じたため割石を直立せざるをえなかったと推定される。そ

してその腰石が他の腰石より高いため， 2段目の割石を積むことによって上端を整えその不合

を解消している。しかし，横穴式石室は天井石を乗せて始めて石室としての意味があるもので

あり， この腰石を直立させるということは，天井石を乗せた状態での重量のかかり具合と密接

に関係するものであるとも考えられる。奥壁と側壁の関係は|~|であった。次に埋葬は副葬され

た須恵器を観察することにより，最底2度の埋葬が行われていることを知ることができる。第

1次埋葬は， 36， 37， 38， 39， 40， 41， 44， 51， 52， 53， 54の杯蓋，杯身，椀，瞳，提瓶が伴

い，第2次埋葬は， 43， 48， 49， 50の杯身，高杯が伴うと考えられる。また，後世の破壊によ

り不明であったが， 42， 45， 46， 47の杯身，高杯，壷は第2次埋葬に伴うと考えられ，多少の

時間差を持ち埋葬されている。しかし，鉄錐，耳環は，いずれの埋葬に伴うものか不明であ

る。このような追葬の例は，比婆郡口和町池津第1号古墳12)，広島市給人原古墳群13)，安芸郡

海田町畝観音免第1号古墳'4)，三次市四拾貫小原第16号古墳'5〕等で確認され，後期古墳におい

ては一般的な在り方であろう。

さて，当古墳の構築時期であるが， 出土した須恵器等により6C後半に比定され, 7C前半

に追葬が行われたと推定されよう。

註 1） 「杭穴」とは，矢板を支えるための穴と規定する。

2） 「柱穴」とは，上屋を支えるための穴と規定する。

3）横路遺跡調査団『横路遺跡』 1982

4）広島市教育委員会『高陽台遺跡群』 1982

5）広島県教育委員会『高陽新住宅市街地開発事業地内埋蔵文化財発掘調査報告』 1977

6）広島大学統合移転地埋蔵文化財調査委員会『広島大学統合移転地埋蔵文化財発掘調査年報』 I 1982

7） （財）広島県埋蔵文化財調査センターにより昭和57年調査。

8）広島市真亀遺跡群で確認されている。註5）と同じ。

9）春日市門田遺跡辻田地区で確認されている。福岡県教育委員会『山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告』第

7集1978

10）註6）と同じ。

11）広島県教育委員会『広島県文化財調査報告9集』 1971

12）口和町教育委員会『池津第1号古境発掘調査報告書』 1979

13）可部高等学校史学部「広島市可部町給人原古墳調査概報」 『はにわ』第13号1974

14)海田町教育委員会『畝観音免古墳群』 1979

15)三次市教育委員会により昭和54年調査。
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